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わき上がる風てロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四

“春らんまん'’

(- N:-217ロニニ）

草花がいっせいに芽吹く春。県立肱川自然公園、鹿野川園地

周辺の桜の花が開花しました。国道197号線からの眺めは最高。

今年は花冷えが続ぎ、例年よりも長く桜の花を見ることができ

ました。

令月号の主な内容
町民のうごき
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人口 3,204人（一文））

男 1,5 3 7人 (-14)

女 1,667人 (-16)

世帯数 1,080器 (-1)

（平成13年3月31日現在）



〗@。伶。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 扇霞 (2)

花
蕪
る
よ
い
季
節
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
、
こ
の
た
び
の
肱
川

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
皆
様

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
ぎ
第
八
代
肱
川
町
長
と

し
て
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
上
は
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

た
め
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を

も
っ
て
町
勢
発
展
の
た
め
誠
心

誠
意
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。な
に
と
ぞ
一
層
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
は
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
に
あ
た
っ
て
次
の
こ
と

が
ら
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

私
の
基
本
理
念
は

0

あ
な
た
の
声
か
ら
始
め
る
町

づ
く
り

0
2
1
世
紀
の
安
定
し
た
生
活
基

盤
つ
く
り

0

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ

る
町
政

で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
あ
く
ま
で
も
「
町
政

の
主
役
は
町
民
の
皆
さ
ん
」
で

あ
り
ま
す
。
町
職
員
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
心
の
風
を
お
こ
す
ー
。

皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
な
い
と
風

は
お
き
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反

映
し
た
風
お
こ
し
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
い
つ
で
も
対
話
の

で
き
る
町
風
を
き
ず
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
町
の
活
性

化
を
図
る

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
ま
す
。
町
の
振
興
計
画

の
策
定
、
水
源
地
の
皆
さ
ん
そ

し
て
流
域
に
対
し
誠
心
誠
意
努

力
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
来
る
べ
き

と
き
に
備
え
て
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
足
し
て
そ
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
業
振
興
は
、
深
刻
で
あ

り
ま
す
。
町
独
自
の
支
援
策
を

設
け
加
工
施
設
の
一
元
化
、
肱

川
ブ
ラ
ソ
ド
の
開
発
、
間
伐
材

利
用
の
製
品
開
発
を
図
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
で
は
、
ぽ
っ

ぽ
園
の
零
歳
児
受
入
れ
、
町
内

巡
回
の
「
健
康
行
」
無
料
バ
ス

の
運
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

過
疎
化
対
策
で
は
、
町
内
遊

休
地
を
利
用
し
て
の
住
宅
団
地

を
造
成
し
、
周
辺
地
域
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ソ
化
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
は
「
肱
川

町
に
生
き
て
き
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
新
し
い
町
創
造
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
、

ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

く

ぼ

た

ひ

と

し

肱
川
町
長
久
保
田
仁
之

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

乎
成
十
三
年
度
の
当
初
予

算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

三
十
億
三
千
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
る
と
三
億
八
千
八

百
万
円
(
―
ニ
・
八
％
）
の
減

額
と
な
っ
て
お
り
ま
ず
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

大
き
な
社
会
的
課
題
で
あ
る

少
子
、
高
齢
化
社
会
に
対
す

る
地
域
福
祉
対
策
、
資
源
再

利
用
及
び
ゴ
ミ
の
少
量
化
等

の
環
境
問
題
、
中
山
間
地
域

に
お
け
る
農
林
業
の
振
輿
施

策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

効
果
的
な
事
業
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お

り
ま
す
。

主
な
予
算
の
内
容
は
、
自
然
環
境
の
保
全
（
ア
フ
タ
ー
川
サ

ミ
ッ
ト
・
ゴ
ミ
の
少
量
化
）
、
高
度
情
報
化
対
策
(
I
T
講
習
会
・

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
、
活
力
あ
る
新
し
い
産
業
の

育
成
（
商
業
集
積
施
設
・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
元
気
で

豊
か
な
人
づ
く
り
（
体
育
協
会
の
設
立
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
）
、
歴
史
・
文
化
の
継
承
（
歌
麿
館
企
画
展
示
•
町
誌
編
纂
）

な
ど
を
重
点
に
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
町
行
政
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紙

4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



(3)愉。伶。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 麟霞

恒例となった環境美化デーには大勢の人が集まります

平
成
十
二
年
度
に
お
い
て
大

谷
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
収

益
に
よ
る
助
成
を
受
け
、
ク
ワ

や
平
釜
、
消
毒
用
動
力
噴
霧
器

等
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
十
一
月
第
二

日
曜
日
の
大
谷
地
区
統
一
環
境

美
化
デ
ー
で
は
、
早
速
こ
の
道

具
を
使
っ
て
轟
滝
周
辺
の
整
備

や
道
路
の
清
掃
等
を
行
な
い
、

一-...;=~ ―--11-す=; - --口

宝くじの収益による助成で購入した備品

午
後
は
大
き
な
平
釜
で
シ
シ
鍋

を
作
っ
た
り
、
焼
肉
と
お
に
ぎ

り
で
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
者
全
員
で
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
収
益
は
、
身
近
な

街
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
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嘔｝。4。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 疇霞 (4)

20世紀から21世紀と大きな時代の変わり目となりました。

心も体も豊かな町づくりを進めていくための平成13年度の当初予算が決まりましたので、

その概要をお知らせします。

一般会計の予算総額は30億3,000万円、 7つの特別会計の予算総額は9億4,760万円です。

全体での予算総額は39億7,760万円となっており、昨年度に比べ、． 6億6,070万円の減となっ

ています。

【
介
護
サ
ー

ビ

ス
事
業
特
別
会
計
】

【
介

護

保

険

特

別

会

計

】

【
歌

麿

館

運

営

特

別

会

計

】

【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
】

【
老

人

保

健

特

別

会

計

】

【
簡

易

水

道

特

別

会

計

】

【
国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

】

三
千
百
四
十
万
円
（
前
年
度
比
△
四

0
・
ニ
％
）

＿
億
五
千
八
百
万
円
（
前
年
度
比
△

二
千
三
百
万
円
（
前
年
度
比
△
八
九

•

五
％
）

二
百
五
十
万
円
（
前
年
度
比
△
一
三

・
八
％
）

四
億
四
百
万
円
（
前
年
度
比
△
五

・
六
％
）

八
千
五
十
万
円
（
前
年
度
比
△
＿
三

・
＿
％
）

二
億
四
千
八
百
二
十
万
円
（
前
年
度
比
△

特
別
会
計
ご
と
の
当
初
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

三
十
億
三
千
万
円

-
•
四
％
）

今
年
度
の
一
般
会
計
の
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、
道
の
駅
の
商
業
集
積
施
設
の
建
設
事
業
、

道
路
改
良
を
中
心
と
す
る
中
山
間
総
合
整
備
事
業
、
嘉
城
地
区
の
道
路
改
良
事
業
な
ど
を
予
算

化
し
て
お
り
、
次
の
目
標
を
目
指
し
て
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊

自
然
環
境
の
保
全
（
ゴ
ミ
の
少
量
化
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）

＊

高
度
情
報
化
対
策
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
）

＊

活
力
あ
る
新
し
い
産
業
の
育
成
（
商
業
集
積
施
設
、
山
村
振
興
事
業
）

＊

元
気
で
豊
か
な
人
づ
く
り
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
体
育
協
会
の
育
成
）

＊

歴
史

・
文
化
の
継
承
（
町
誌
編
纂
、
文
化
保
存
会
の
育
成
）

（
前
年
度
比
△

五
•

四
％
）

ニ

・
三
％
）



(5)笹＠。凸。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 疇霞

一般会計予算の内訳と前年度との比較

~ ~ 9 2, 361 （単位 ：千円）

町 税ー 噌言9̂  .90, 410 
地方譲与税等 ＇ー^‘

地方交付杭「~ ~ ~ ̂~ ~ ~ ~ —~ ~ ~・・・^ ・ツ ・ ~．． ll:t謁：蹄

分担金負担金

使用料手数料口五瓢 ●平成12年度
D 平成13年度

国県支出金 754,923 

財産収入

繰越金等 . `クヽ,'・-.

g 債□.．・ • :.. ：.．. ：-．：．． 536,200 w」 ・•••••• ••••••••••• ··.•·.. .・・..・・..・.．・.・ . ··.• .・・・.・・..・．....・．. ・・．.. ．・・..・．. ・・. .・・..・.. ・・・ .. 1329,000 

議
今 費云

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産費

商 工 費 9、

土 木 費

消 防 費

362,576 
277,978 

482,601 

教 育 費 396,314 

災害復旧費

ノム‘ 債 費

予 備 費

[ 1人当りの予算額］

平成13年4月1巴現在の肱川町の人口は、3.204人となっています。

（単位 ：千円）

744,087 
734,086 

一 平成12年度
D 平成13年度

714,696 
738,555 

予算額を人口で割ったものが1人当 l)の予算額となりますが、一般会計だけで見ると約95万円、

8つの会計全部を合わせれば約124万円となります。



疇霞 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 〗＠。伶。rJv (6) 

『歌麿の 町の未来図
作者 佐藤比呂志氏

（野村町）

風光る』

句碑除幕

桜の箭が静かにほころび、

トソビがピィヒョロ、ピィヒョ

ロと囀りて、飛翔しながら、

空に舞う。

3月14日、町長さんを始め

町関係のご来賓を迎え、句碑

除幕式を行いました。今年は

野村町の佐藤比呂志氏の「歌

麿の町の未来図風光る」と 、

なりました。14基の句碑の造

績建立、洋の東西では初めて

だと、肱川の誇りです。

除幕式終了後、肱川俳句 2百年の歴史をほり起こし、記念句「周公に逢いたる夢の朧哉」の句を残

していただいた大野和氏（前町長）の功績を称え、花束を贈って幕を閉じました。

（菅野松雄

▲樹間の散策コースにまたひとつ句碑完成

寄稿）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
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□
喜
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言

予
攣

-／  

▲子どもと歩いたりすることが少なく
なったので親子のふれあいも深める
ことができました

4月 1日、恒例の鹿野川しゃくなげまつ

り「宝物さがし大会」が鹿鳴園周辺で行われ

ました。当日は、午前 9時受付開始。天候

に恵まれ、たくさんの親子連れが風の博物

館前に集合しました。

開会式の後、参加者たちは、親子宝物探

し大会問題集50問を受け取りま した。答え

のヒソトはそこらあたりに・・・・・・。 とは言っ

ても、地図をたよりに鹿鳴園や鹿野川園地

を散策して歩くのは大変です。難しい質問

もありました。「近くにいたおじさんにた

ずねて教えてもらったのでうれしかった」

という子どももいました。「このごろは、

子どもとこのように して歩いた りする機会

がないので一緒に遊ぶことができてよかっ

た」とか、「肱川に住んでいても町のことを

あまり知らないので勉強になった」という

ような感想もあ りま した。参加者たちは、

よい春休みの思い出ができたようです。

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り

宝
物
さ
が
し
大
会
が
あ
り
ま
し
た



(7) ~⑲。伶。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります

3月31日、肱川町保育所「ぽっぽ園」の卒園式が、来賓の方や保護者が

出席して行われました。式では、園長（町長）から 8人の園児たち一人ひ

とりに卒園証書が授与され、町議会議長から卒園記念品が贈られました。

園児たちは大変お行儀がよく、自分の名前を呼ばれたら大きな返事をし

たり、オルガ‘ノに合わせて元気良く歌をうたったりと、そばで見ていて

も子どもたちの成長ぶりがうかがえる程、立派な卒園式でありました。

（町民憲章）

「ぽっぽ園」を卒園すると、

それぞれが町内の幼稚園に入

園することにな ります。 子育

てに節目はあってもゴールは

あり ません。新しい生活に一

日も早く慣れ、明る＜元気で

のびのびと育ってほしいもの

です。

国霞

こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た

っ
ぽ
園
」

「ぽ

卒
園
式

丸山公園に公衆便所が完成しました
丸山公園の公衆便所が 3月末に新しくなりました。これは、

平成12年度水力発電施設交付金事業「丸山公固公衆便所整備工

事」で、小型合併浄化槽(50人槽）木造平屋(11.88mりの建物です。

身障者のために車イスでの利用も可能となっています。

毎年、丸山公園のしゃ くなげ谷は、町内はもとよ り県内外か

ら大勢の花見客でにぎわいます。お互いに公共物を大切にし、

清潔に使いましょう。

お互いに清潔に使用しましょう

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

これからの季節、ご家族やお友達と鹿野川圏地や鹿鳴

園周辺をのんびりと歩いてみませんか。山菜取りやハイ

キソグ、 身近な植物を観察したり、スケッチしたりする

のも楽しいものです。肱川町には、まだまだ豊かな自然

がいっぱい残っています。

▲賞品をもらって大喜び

「おかあさん、ボク来てよかった●」



柩＠。伶。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 国霞 (8)

言言璽瓢 肱川町消防団役員名簿 瓢冒冒冒

冨永武雄団長三瀬次男 副団長

分団 分団長 副分団長 部 長

1 

2 

3 

4 

5 

白岩千明 岩田良一
成登 寛 松本隆寿

合岡義博 亀田博隆

寺尾秋広 宮田 昭 山下光幸 和氣栄一

冨永秋雄 上田恒雄
岡村清利 冨永員二

上田武治 高田栄治

立花昌一 中野曇二
思田孝幸 石河健次

中田勝幸 上田秀夫

三瀬健一 山下雅英 三瀬哲也
兵頭 学

市川清生

1. 「環境」への取り組み

より良い町づくりについて話し合いを重ねてきた 『風おこしワーキング』
では、私たちの生活環境を守り、より良いものにするため、私たちができる
ことから始めようと考え、小学校・中学校で「アルミ缶」を集め、リサイク
ルすることに取り組みました。
皆さんも、この 『便利帳』 を参考に、今日からできる環境に優しい生活を
始めてみませんか。

風おこしワーキングの活動

鹿嗚園の池に設置する浄化ポットを作りました（平成12年10月26日）

鹿嗚園の池に浄化ポッ トを設置しました（平成12年11月16日）

肱川町「ふれあい祭り」で、展示をしました（平成12年11月19日）

家庭廃油を使って、セッケンづくりに挑戦しました（平成12年12月21日）

班 長

出水清志 冨永光明

松本芳典 曽根 靖

西山常数

前田明弘 徳丸寿晴

沖野祐也

中田健一 土居裕二

大野嘉博

山下 渉 井脇忠志

ゴミ蓋重のつ叩
葬2ま寄

［ゴミ減量便利帳〕

私たちの生活環境を守りより良いものに

するため、合私たちができることはなんで

しょうか。

より良い町づくり、環境づくりについて

考えてきた「風おこしワーキング」が、この

ほど「ゴミ減量便利娠」を作りました。

まず、 可燃コミ ・不燃ゴミ・ 古祇・リサ

イクル家電 ・粗大ゴミに区分し、それぞれ

の主なゴミを五十音に載せています。それ

ぞれの方法に合ったゴミ出しのポイントも

書いています。

さらに、家庭でもすぐにできる「リサイ

クル」 「生ゴミの減量」 「チャレンジ100」を

載せています。

さっそく、コミ減量に取り組みませんか。

「コミ減量便利帳」は4月の部落常会を通

じて町内の各家庭に配布します。



(9)嘔⑲。凸。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 紐霞

（
 
年 金 ぃこt
 
よ り）

学生のみなさんのための保険料の納付特例制度があります！ （納付猶予）

就職したら保険料を納めることも忘れずに 1

大学や専修学校等に在学している20歳以上の学生の方も国民年金の第1号被

保険者ですが、本人には所得がない場合が多いため、親が支払っていることが

ほとんどでした。

平成12年4月から、このような親の負担を解消し学生が社会人になってから

保険料を納めることができる制度ができました。

学生本人の申請に基づき、学生さん自身に一定の所得がある場合を除き国民

年金保険料を納めることが猶予されます。

具体的な手続きは、学生さん本人の住民票のある市町村役場の国民年金係で行っていただくことに

なりますが、その際、年金手帳、印鑑、在学証明書または学生証が必要となります。

この学生の納付特例期間は、

□10年以内であれば、後で納めることができます。（追納）
追納するとその当時納めたのと同じ扱いになります。

追納して満額の老齢基礎年金を受けましょう。

口保険料を追納されない場合は、年金を受けるため必要な期間には算入されますが、老齢基礎年金の

額の計算に反映されません。

口納付特例期間中に障害者になった場合は、障害の程度に応じた障害基礎年金が支給されます。
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稔｝。母。座） 仕事や生活に夢を持って 豊かなまちをつくります （町民憲章） 疇霞 (10)

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

清
利
さ
ん

三
和
さ
ん

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

彰

＿
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由
紀
子
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く＿伍釦咋西疇
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いでとお男違‘‘は
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゜場ち子らすめ
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く大ち ぽ子 M
だ好ゃ くに A

は
じ
め
ま
し
て
。
歌
と
お

し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
女
の
子

で
す
。
今
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
と
大
き
な
古
時
計
を
よ
く

歌
っ
て
ま
す
。

外
遊
び
は
、
三
輪
車
と
ボ
ー

ル
け
り
が
楽
し
い
で
す
。
は

や
く
プ
ー
ル
も
い
き
た
い
な
。
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保
健
セ
ソ
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
仲
間

づ
く
り
、
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に

話
せ
る
場
と
し
て
”
幼
児
教
室
“
を
偶
数

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

幼
児
教
室
は
、
一
歳
か
ら
の
幼
児
と
母

親
を
対
象
に
親
子
で
身
体
を
動
か
し
、
様
々

な
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
教
室
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
家
族
の
食
生
活
を
見
直
す
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
”
竹
の
子
ク
ッ
キ
ソ

グ
“
を
奇
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
・
食
物
繊
維
を
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す
献

立
、
貧
血
予
防
食
な
ど
、
毎
回
テ
ー
マ
を

決
め
て
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
調
理

実
習
を
公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
理
実
習
を
し
て
い
る
間
、
子
ど
も
達

は
中
野
幼
稚
園
や
ぽ
っ
ぽ
園
（
保
育
所
）
で

園
児
と
交
流
し
、
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ

体験活動「おいもほり」の様子

両
保
健
セ
ン
タ
ー

6
三
四
ー
ニ
三
四

0

い
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
時
間
三
十
分
程
度
遊
ん

だ
後
、
親
子
で
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。
十
分
に
遊
ん

で
帰
る
の
で
昼
食
も
し
っ
か
り
食
べ
る
事
が
で
き
ま
す
。

お
母
さ
ん
達
に
は
、
数
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
育

児
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
好
評
で
す
。

こ
の
様
な
二
つ
の
学
級
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
、
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。



(11)唸＠。伶。領） 教養を高め

,．
 住

宅
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
多
く
は
、
逃
げ
遅

れ
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
に
適
し
た
防
災
機
器
等
を

備
え
て
お
く
こ
と
は
、
火
災
か

ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た

め
の
防
火
対
策
で
す
。

防
災
機
器
等
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

、。カ
消
火
器
や
火
災
警
報
機
、
安

全
装
置
付
き
の
コ
ソ
ロ
や
暖
房

器
具
、
そ
し
て
火
が
燃
え
広
が

り
に
く
い
布
団
や
カ
ー
テ
ソ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

購
入
さ
れ
る
と
き
は
「
住
宅

防
火
安
全
マ
ー
ク
」
を
目
印
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
近
所
ぐ
る

み
で
の
火
災
予
防
の
協
力
も
大

切
で
す
。

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
、
収
集
所
へ
の

ゴ
ミ
出
し
は
朝
行
う
、
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
心
づ
か

い
な
ど
「
防
火
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 闊霞

備
え
て
い
ま
す
か
「
住
宅
用
防
災
機
器
」

予
川上支署

肱川郵便局からのお 地
震
等
の
災
害
に
よ
り
損
失

等
を
受
け
た
場
合
に
は
、
個
人

の
県
民
税
や
市
町
村
民
税
、
ま

た
不
動
産
取
得
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
、
そ
の
被
害
の
状
況
に

応
じ
軽
減
や
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
税
の
申

告
や
納
税
の
期
限
が
延
長
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
肱
川
町
役
場
税

務
課
ま
た
は
県
地
方
局
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

函
転
居
届
を
お
忘
れ
な
く，．

転
入
、
転
出
を
さ
れ
る
方
は
、
転
居
届
を

お
出
し
く
だ
さ
い
。

郵
便
物
を
申
し
出
日
以
降

一
年
間
、
新
住

所
へ
転
送
し
ま
す
。

ま
た
、
転
送
期
限
の
切
れ
た
方
で
、
ま
だ

転
送
の
必
要
の
あ
る
方
は
、
再
度
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

転
居
届
用
紙
は
、
ど
こ
の
郵
便
局
に
も
あ

り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

4
月
20
日

i
5
月
31
日

対
象
の
方
は
、

重
度
の
身
体
障
害
者
(
1
ま
た
は

2
級
）

重
度
の
知
的
障
害
者
(
A
も
し
く
は
、

1
度
・

2
度）

の
方
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
手
帳
を
持
参
の
上
、
郵

便
局
窓
口
か
郵
便
局
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

、0ヽ
配
布
期
間

函
青
い
鳥
菓
書
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
（
お
一
人
20
枚）

平
成
13
年

芸
予
地
震
に
係
る

地
方
税
の
減
免
に
つ
い
て

愛媛県指定標準米の設定内容の変更について
平成13年4月1日から変更

「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」いわゆる食

糧法の下で、消費者の皆さんに低廉で安定した品質のお米を供

給するため、「指定標準米制度」が設けられています。

県では、この制度に基づき、「愛媛県指定標準米」を設定し

ていますが、平成13年4月 1日から次のとおりその内容が変更

されましたのでお知らせします。

く愛媛県指定標準米〉

問い合せ先

区分 変更前 変更後 備考

目安価格 3,375円／10kg 3,325円／10kg 税込価格

3 類相当品種•••30%
3 類相当品種•••30%

（あきたこまち、こいごころ、
（あきたこまち、こいごころ）

原料構成
ヒノヒカリ） 4 類相当品種•••40%

5 類相当品種•••70% （ヒノヒカリ、コガネマサリ）

（ひめのまい、コガネマサリ、 5 類相当品種•••30%
日本晴など）

（ひめのまいなど）

愛媛県庁農林水産部農産園芸課食糧係
TEL (089)941-2111（内線）3344



将｝。母。愁） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 国霞 (12)

無断転用防止で

大切な農地を守ろう ー・

農地の転用には許可が必要です
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転
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と
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？

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農

地
で
な
く
す
こ
と
、
住
宅
用
地

や
道
路
、
山
林
な
ど
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
。
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農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠

か
せ
な
い
食
料
の
大
切
な
生
産

基
盤
で
す
。
特
に
、
耕
地
面
積

が
狭
い
う
え
に
人
口
が
多
い
わ

が
国
は
、
食
料
自
給
率
も
低
く
、

優
良
な
農
地
は
大
切
に
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
農
地
の
転
用
に
は
農
地

法
で
一
定
の
規
制
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
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一
対
象
と
な
る
用
地
は
？
―

r

‘

,

‘
 

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
地
目
が

農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
が
さ
れ

て
い
な
く
て
も
農
地
と
し
て
活

用
で
き
る
状
態
で
あ
る
限
り
農

地
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

問
肱
川
町
農
業
委
員
会

6

三
四
ー
ニ
三
一
―

地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
肥

培
管
理
が
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
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農
地
を
一
時
的
な
資
材
置
き

場
、
作
業
員
仮
宿
舎
、
砂
利
採

取
場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
場

合
も
転
用
に
な
り
、
許
可
が
必

要
で
す
。
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自
己
の
農
地
の
保
全
ま
た
は

利
用
上
必
要
な
施
設
（
耕
作
用

の
道
路
、
用
排
水
路
、
土
留
エ
、

防
風
林
等
）
に
転
用
す
る
場
合

は
、
面
積
に
関
係
な
く
許
可
は

い
り
ま
せ
ん
。
温
室
、
畜
舎
、

作
業
場
等
農
業
経
営
上
必
要
な

施
設
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
面
積
が
二

a
（二

002rn)

未
満
で
あ
れ
ば
許
可
は
要
り
ま

せ
ん
。

農
業
委
員
会
は
、

「
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
（
昭

和
26
年
3
月
31
日
公
布
施
行
）

に
も
と
づ
き
、
農
業
生
産
力
の

発
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
合
議
体

の
行
政
委
員
会
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か

農
業
委
員
会

平成13年4月1日運用

「標準小作料」 が改訂しました
「標準小作料」とは、農地の貸し借りにおける小作料契約の

目安として、農業委員会が設定したものです。

主な役割としては、①農

地法にもとづく農地の売買、

貸借、贈与等の権利移転や

転用の許認可②農地の利用

関係のあっせん③農業、農

民について、意見を公表し

たり、市町村長等に建議し、

あるいはその詰問に応じて

答申する④その他、農業者

年金、農地を取得する際の

農地取得資金の受付、贈与

税や相続税の納税猶予、標

準小作料や農作業標準料金

の設定も行っています。

農地区分 標小準作額料（円の） 備 考 (10アール当たり）

生産蜃（水稲480kg)

田 上 20,000 ほ場整備完了またはこれに準じる所で、
農業用道水路等が整備されたトラクター

コンバイン利用可能な農地

の
生産量（水稲420kg)

部 中 10,000 上田より規模等のやや劣るところで、
耕転機バインダー利用可能な農地

畑
標準額を 畑については、主たる作物の選定が難

の
部
定めない しく、標準小作料の設定はしない。



(13)稲R。⑭。頷） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 綱霞

町内で初めての

『家族経営協定』を締結
5家族で……

大谷地区

II 

II 

II 

正山地区

田

頭

永

永

田

大

兵

冨

冨

吉

秀雄氏家族

春雄氏家族

晨二氏家族

武雄氏家族

博和氏家族

日
本
の
農
業
を
担
う
経
営
体
は
法
人
化
が
一
部
進

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
元
は
家
族
労
働
を

基
準
と
し
た
農
業
経
営
が
主
流
を
占
め
て
い
ま
す
。

農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
す
る
た
め
に
は
ハ
ー
ド

面
の
整
備
と
併
せ
て
個
々
の
経
営
体
が
快
適
で
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
て
い
く
ソ
フ
ト
面
で
の
整

備
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
女
性
や
後
継
者
を
含
む
家
族
構
成
員
が
か

け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
い
、
対

等
な
立
場
で
共
同
経
営
を
行
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
経
営
」
の
実
現
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
経
営
協
定
は
、
現
状
の
農
業
経
営
と
暮
ら
し

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
将
来
に
向
け
た
経
営
設
計
と

生
活
設
計
を
樹
立
し
農
業
に
携
わ
る
「
個
人
」
が
意

欲
と
責
任
を
も
っ
て
経
営
参
画
で
き
る
よ
う
に
就
業

条
件
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
取
り
決
め
を
行
い
、
実
際
の

農
家
経
営
・
農
業
経
営
の
中
で
実
践
し
て
い
く
も
の

で
す
。こ
の
家
族
経
営
協
定
が
今
後
の
魅
力
あ
る
農
業
及

び
農
家
経
営
の
発
展
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
、
肱
川
町
で
は
初
め
て
大
谷
と
中
居
谷
地
区

で
五
戸
の
農
家
が
、
家
族
経
営
協
定
を
結
ば
れ
ま
し

こ。t
 三
月
十
九
日
に
は
農
業
委
員
会
・
大
洲
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー
・
役
場
産
業
課
も
参
加
し
て
大

谷
公
民
館
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
組
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
、

意
欲
的
な
取
組
や
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
っ

て
い
く

よ
う
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

協定家族と立合人のみなさん

お
子
様
の
元
気
な
成
長
を
祝

う
鯉
の
ぽ
り
の
季
節
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
鯉
の
ぽ
り
の
竿

が
電
線
に
さ
わ
っ
た
り
、
倒
れ

か
か
っ
て
感
電
事
故
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鯉
の
ぽ
り
を
お
た
て
に
な
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

古
竿
は
金
属
製
の
も
の
よ
り
、

よ
く
乾
い
た
竹
や
木
製
の
も

の
に
し
ま
し
ょ
う
。

斉
鯉
の
ぽ
り
や
吹
き
流
し
が
、

電
線
に
巻
き
つ
か
な
い
よ
う
、

電
線
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
た

場
所
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

＊
万

一
、
鯉
の
ぽ
り
や
吹
き
流

し
が
、
電
線
に
巻
き

つ
い
た

り
、
竿
が
雷
緑
に
倒
れ
か
か
っ

た
と
ぎ
は
、
絶
対
に
手
を
触

れ
な
い
で
、
も
よ
り
の
四
国

電
力
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。四
国
電
気
安
全
委
員
会

四
国
電
力
株
式
会
社

『鯉のほり』による

感電事故を防止しましょう

項 目 金 額

田植
田植機山田 9,000円

(10 a当り）沖田 7.000円

春田起こし山田 10,000円
う中田区別なし

9,000円ト芳タ---<10a当り）沖田

稲作 しろかき(10a当り） 12.000円

稲刈り バインダー 9,000円

(10a当り） コンバイン 16,000円

脱 穀（もみ1俵あたり） 580円

もみすり（米 1俵あたり） 850円

般 農 作 業 男
7,500円

女 5,500円

平

成

謬

年

麿

農

作

鎮

の

置

剤

買

金

等

の

国

安

表

この金額はあくまでも基準ですから、人の能力差・

地理的条件などを検討の上、双方で適正な賃金を決

定してください。



枢｝。4。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 闊霞 (14)

知らせ

道の駅完成予想図

「道の駅」の名称募集
最優秀賞 1点

5 万円または

令年12月オープン予定の肱川町交流拠点施設「道の駅」
の名称を募集します。どうぞ、ふるってご応募ください。 佳作 5点

同額の図書券

1万円または
同額の図書券

どなたでも応募できます。応募資格

応募方法 官製はがきに作品名、住所、氏名、年齢（学生の方は学校名、学年）、電話番号を明記

の上ご応募ください。 1人何作品でも応募できますが、はがき1枚につき 1作品とし
ます。

応募先

応募凶淀リ

発表

〒797-1504喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地 「道の駅」の係
平成13年5月31日
平成13年6月下旬（広報「肱川」にて発表します。）

「道の駅」のレストラン請負業者募集
肱川町交流拠点施設「道の駅」レストラン部門の請負業者を募集します。

応募資格 意欲のある方ならどなたでも応募できます。

応募方法 直接役場産業課にお申し込みください。

応募凶定り 平成13年5月31巳
両役場産業課

発 表 平成13年6月下旬（決定者ご本人にのみ通知します。）
匹 34-2311

第5回「ふれあいの旅」

参加者募集
肱川町さわやかボラソティア実行委員会が主催する

「ふれあいの旅」に参加してみませんか。車イスでの参加

もOK。お気軽にお申し込みください。

◇期 日平成13年5月26日（土）

◇行き先菊間町（焼物作り体験）

◇参加資格 65歳以上の方

◇参加費 1,500円

◇参加人数 20人（先着順）

◇申込方法 お電話でお申し込みください。

◇申込先肱川町さわやかボラソティア実行委員会

名 34-2 3 1 1 

◇申込期限平成13年5月10日（木）

唸翌汀デ囲の11願帽談”のお知らせ

幼児(1歳～6歳まで）を対象に、ピカピカのよ
い歯をめざして、歯の健康相談を下記により保健
所で実施しています。ご利用ください。

記

女内 容歯科検診、歯みがき指導、むし歯予
防フ ッ素塗布、健康相談、栄養相談

女実施日 毎月く第3>水曜日
13時～15時
（受付時間12時半～13時半）

女実施場所大洲保健所
女申込先大洲保健所保健課

824-3165（内線283)
女スタッフ 歯科医師、歯科衛生士、保健婦

栄養士
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平成13年度社協基本方針

昨年は介護保険法、社会福祉法の施行に象徴される

ように社会福祉基礎構造改革が大きく進められた年で

あった。社会福祉法では社会福祉協議会が「地域福祉

の推進を図ることを目的とする団体」として明文化さ

れ、 21世紀を迎え名実ともに地域福祉の中核を民間の
福祉団体としての位置づけが再確認される形となった。

このように社協を取り巻く環境変化に柔軟に対応す

るためにも、合だからこそ地域福祉推進の中核的な役

割を再確認し、地域ニーズに即応した在宅福祉サーピ

ス拡充・開発やポランティア活動をはじめとした住民

主体の地域福祉活動や小地域ネットワーク活動などに

よる福祉コミュニティーを確立し、誰もが安心して暮

らせるまちづくりを積極的に進めなければならない。

本会は、町と密接な連携のもと情報提供をはじめ、

各種研修会や社会活動での実践活動を通じて専門性の

ある社協役職員の資質向上と魅力ある社協づくりに努

める。

三
月
十
五
日
、
理
事
会
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度

事
業
計
画
及
び
当
初
予
算
を
審
議
、
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
予
算
は
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
新
し
い
基
準
が

適
用
さ
れ
る
最
初
の
年
に
あ
た
り
、
枠
組
み
は
大
き
く
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
13
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
を
決
定

社゚
協
た
よ
り

膨II町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2312 

、.',

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
国
が
示
し
た
新

会
計
基
準
へ
移
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
前
年
度
ま
で
特
別
会
計

で
管
理
し
て
い
た
事
業
（
心
配

ご
と
相
談
事
業
、
ま
ご
こ
ろ
金

庫
事
業
）
は
、
一
般
会
計
に
位

置
づ
け
ら
れ
各
事
業
は
経
理
区

分
ご
と
に
管
理
さ
れ
支
出
の
財

源
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
会
計
や
寄

付
金
が
何
に
使
わ
れ
る
の
か
わ

か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

新しい会計基準

による予算編成

小胃石白

がざうとご せて頂きま 福祉係ご関 寄付をごら 協議会当

畑勉小慶寺岡 います゚ 頂きに‘ 

→方→一 辛碑会し誠にま次
たに活しの

様様 ゜あり 用さ た゚ 方か 志ヘ

平成13年度 当初予算の概要
、.`

1.地域福祉・在宅保健福祉の充実、強化

2.低所得世帯の自立更生の援助

3.青少年児童福祉活動の強化推進

4
 
ボラソティア活動の推進

5.心配ごと相談事業の推進

6.共同募金、歳末たすけあい募金運動へ

の協力強化

ゥ‘ 福祉関係団体との連携強化

8.広報活動

経理区分 A 経理区分 B 
経常収支

収入 支 出

法人運営事業 1,779,000 764,000 

福祉活動専門員設置事業 4,206,000 4,206,000 

法人運営事業 企画広報事業 150,000 150,000 

助成事業 640,000 640,000 

給食サービス事業 122,000 122,000 

心配ごと相談事業 194,000 252,000 

共同募金配分金事業 1,218,000 957,000 

事務費委託事業 50,000 50,000 
資金貸付事業

小口資金貸付事業 530,000 500,000 

助成事業 1,021,000 1,784,000 

まごころ銀行事業 紙おむつ支給事業 400,000 400,000 

福祉用具貸与事業 90,000 90,000 

合 計 10,400,000 9,915,000 
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1. 水源林整備事業（大谷地区対象）

区 分 面積 対象林令

本数調整伐（間伐） 150ha 11年生以上

枝落し除伐 20ha 11年～20年生位

複層林施業（二段林） lha 

作業道等開設 8,000m 

平成10年度から大谷地区の水源林を対象に水源

かん養機能を高める為に本数調整伐（間伐）、枝落

し除伐、複層林（二段林）、治山ダム、作業道等開

設等の事業を実施しています。今年度で大谷地区

の整備を完了する予定ですから、対象林がありま

したら組合へお申し込みください。

水源林整備事業により間伐を行い、

植栽が完了した複層林施業（二段林）

森
林
組
合
だ
よ
り

2. 流域森林総合整備事業

区 分 面 積 対象林令

人工造林 6.0ha 

単層林改良 20.0ha クヌギ、ナラ他

人工林下刈 110.0ha 1年～ 5年生

除間伐 80.0ha 11年～30年生

天然林下刈 40.0ha 1年～ 5年生

特定間伐 20.0ha 26年～45年生

3. 県単独林道整備事業（林内作業車道）

開設条件

●利用区域面積・・・・

●受益者数

●幅員

●補助率・・・・

m当り単価（概算）

2 ha以上

.............. 2名以上

・・・2.0mと2.5mの2種類

・・・・・・・•事業費の75%

幅 員 事業費 負担金

2.0m 900円 225円

2.5m 1,500円 375円

以上のような森林施業に関する

補助事業を多数用意しております。

合山のことなら森林組合へ

女乾しいたけ・木材出荷も森林組合へ

整然と間伐され木漏れ日が地面に差し込む健全な森林

林内作業車道を使用して間伐林の集材搬出作業
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肱川町森林組合機構図 （平成13年 3月1日改正）

理 事 会

厨霞

河野美治

参 事 中野孝広

森 林 整 備

課長参事兼務

課 総 務 課

書
記

技
術
員

係
長

係
長

会
計
主
任

係
長

士
居
裕
ニ
ー
造
林
椎
茸

冨
永
秀
昭
ー
林
産
運
搬

中
岡
良
雄
ー
作
業
道
開
設

坂
根
英
子
ー
造
林
事
務

係

長

上

田

武

治

ー

治

山

緑

化

係

長

戒

野

知

則

ー

森

林

整

備

書

記

稲

田

利

絵

ー

庶

務

上
川
英
樹
ー
会
計
購
買

一
、
仕
事
の
内
容
林
業
全
般
（
下
刈
・
造
林

・
間
伐
他
）

一

、

年

齢

概

ね

70
オ
ま
で
と
す
る

一

、

賃

金

面

談

の

上

一

、

就

業

時

間

午

前

8
時
か
ら
午
後

5
時

山
で
楽
し
く
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
緑
の
ダ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先

出
水
清
志
ー
庶
務
林
道

中
野
ま
で

r-----------------------------------------------------------------------
i - fぶふ i 

l 三一直塁囀ー ： → I ! 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．， ！ 
i ! 
! 
！ 県森連市況

平成13年3月27日市 l乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

！ 大洲木市 市売日乎成13年 3月12日 i 
! 

市売数呈・・・746ケース 13,370kg 

！ 樹種 杉 桧 松 平均単価 2,683円 ！ 
銘柄別単価

！長さ径級 直曲り直曲り ！ 
! 8下 303 201 383 210 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相湯 i
l I I 9 -10 I 371 I I 4so こうこ ～ 特用大 3,9_90~ 4,000 保 ！ 
1 I l~! - 12 114,600 I 34s 119,3oo I 444 大 厚 4,000~ 5,800 強特用中 3,400~ 4,500 保 ！ 
! 13 
4 m I 14-16 I 1s,soo I 10,000 I 30,400 I 25,300 中 厚 4,000~6,500 強特用中小 3,000~ 3,500 保 ！ i 18上元 17,200 11,700 16,000 中小厚 3,000~ 4,500 強特用小 2,000~ 3,000 保 ！ 

！ 且且番 17,300 11,700 32,300 28,000 小 厚 2,000~ 4,200 保大パレ 1,800~ 2,500 保 ！ 
17,800 13,000 20,000 ‘ 

! 24上2 18 200 13 000 35 000 31 000 大ウス 3,000~ 5,800 保中パレ 2,000~ 2,800 保

！ 大曲り 中ウス 3,000~ 5,500 保中小パレ l,000~ 1,800 保！

! 
8下 140I 100 I 206 I 100 
9 -10 I 190 I I 230 

中小ウス 3,000 ~ 4,800 保小パレ 500 ~ 800 保 ！ 
! 11-12 7,200 190 11,600 230 小ウス 2,800~ 4,500 保変 形 1,500~ 2,500 保 ！ 
! 3 m 13 9,300 20,900 ジャミ 1,000~ 3,500 保色悪ウス 1,000 ~ 1,800 保 ！ 
! I 114-16 111,600 I 10,400 I 30,600 I 2s,100 
! 18上 17,700 13,900 32,500 29,600 15,000 どんこ大 ～ 色悪バレ 500 ~ 800 弱 i 
! 24上 15 700 9 800 26 000 21 000 18 ooo どんこ中 ～ 4粒ド‘ノコ ～ ！ 

14-16 I 22,200 I 19,000 I so,300 I 37,soo どんこ小 ～ スライス 1,000 ~ 3,500 保i 6m 18上 23500 19 000 42 700 40 300 ! 
優良、桧売行良好、杉一般材は保合相場。

概況新春子の発生遅れから出品点数は少なく品柄も秋子主体の為パレ～ウス ！ 
！ 市況桧、枝打材は品薄で強保合。
！ 葉が中心となったが、相場は新春子を中心に強保合～保合で推移した。 ！ 

特に色目の良い中～中小葉系は強い。集荷を希望される方は森林組合ま

! 
でご連絡ください。

----------------------------」
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1
幼
児
教
育

幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
の
人
間
形
成
の
基
礎
事
業

で
あ
る
。

こ
の
役
割
を
は
た
す
親
の
家
庭

教
育
の
知
識
・
技
術
・
態
度
に
関

す
る
学
習
機
会
・
情
報
の
提
供
に

重
点
目
標

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ
タ
ー
、
学

習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー

ど
し
て
の
公
民
館
の
機
能
充
実

に
つ
と
め
、
町
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純

化
を
図
る
公
民
館
活
動
を
展
開

す
る
。

●
風
お
こ
し
運
動
の
項
目
に
そ
っ

て
、
関
係
す
る
各
事
業
を
推
進

す
る
。

基
本
方
針

努
め
る
。

2
少
年
教
育

様
々
な
集
団
活
動
を
通
し
て
、

自
主
性
や
協
調
性
、
思
い
や
る
心

を
育
て
る
人
権
教
育
を
推
進
す
る
。

【
事
業
】

子
ど
も
会
、
わ
ん
ば
く
学
級
、

緑
の
少
年
隊
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
、
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
、
ス
ボ
ー

ッ
少
年
団
、
野
外
活
動
交
流
、

川
を
生
か
し
た
活
動
等
の
実
施

3
青
年
の
学
習

仲
間
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
社

会
的
役
割
と
責
任
を
自
覚
で
き
、

活
力
あ
る
肱
川
町
の
将
来
が
描
け

行
動
で
き
る
青
年
の
育
成
を
め
ざ

す
。【
事
業
】

地
域
文
化
・
芸
能
活
動
へ
の
参

加
、
青
年
団
交
流
、
青
年
団
育

成
、
青
年
団
だ
よ
り
「

A
S
u

K

A
」
の
発
行
支
援、

青
年
国

詭
寿
平
成
13
年
度
公
民
館
運
営
方
針
帝
帝

教
義
を
晶
め
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
を

H
指
し
て

tl
,

t
 

ー

、
T

＼℃

匂
”

し

0
、
?

゜編集 • 発行

肱川町 公 民館
B (0893) 34-2307 

内
研
修

4
成
人
の
学
習

自
己
の
啓
発
、
向
上
を
図
ろ
う

と
す
る
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
と
自

主
性
に
も
と
づ
く
学
習
の
場
、
地

域
課
題
•
生
活
課
題
に
応
じ
た
学

習
機
会
を
提
供
し
、
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
成
人
の
育

成
に
努
め
る
。

【
事
業
】

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習

活
動
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
ヘ
の
参
加

啓
発
、
図
書
室
利
用
に
よ
る
個

人
学
習
援
助
、
成
人
学
習
機
会

の
情
報
提
供
、
定
例
部
落
長
会

に
お
け
る
公
民
館
学
習

5
婦
人
の
学
習

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
に

お
け
る
婦
人
の
役
割
を
正
し
く
認

識
し
、
輝
き
の
あ
る
婦
人
の
育
成

を
め
ざ
す
。

【
事
業
】

女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
（
文
化
、

料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
）

6
高
齢
者
の
学
習

高
齢
化
の
著
し
い
肱
川
町
に
あ
っ

て
高
齢
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き

、0
l
>
 
自
己
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域

に
お
け
る
役
割
の
自
覚
、
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
学
習
活
動
、

諸
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る

学
習
活
動
を
す
す
め
る
。

【
事
業
】

お
四
国
学
級
、
明
老
大
学
、
創

作
館
活
動
、
ク
ロ

ッ
ケ
ー
大
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
単

位
老
人
ク
ラ
プ
学
習
活
動
の
支

援
7
図
書
活
動

読
書
を
通
し
た
幅
広
い
知
識
の

吸
収
と
、
心
豊
か
な
人
間
性
を
養

う
た
め
の
図
書
活
動
の
充
実
を
さ

ら
に
す
す
め
る
。

【
事
業
】

図
書
室
経
営
、
お
話
し
文
庫
、

児
童
文
庫
、
事
業
所
文
庫
、
配

本
駐
車
場
、
読
書
会

8
国
際
感
覚
啓
発
活
動

国
際
感
覚
を
養
う
学
習
機
会
を

提
供
し
、
視
野
を
広
く
も
つ
人
材

の
育
成
を
図
る
。

【
事
業
】

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
、
肱
川
国
際
風
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
英
語
教
室

9
同
和
教
育

す
べ
て
の
住
民
が
同
和
問
題
を

国
民
的
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、

自
己
の
変
革
を
図
る
と
共
に
、
生

活
の
中
で
そ
の
解
決
に
努
力
す
る

よ
う
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

【
事
業
】

人
権
教
育
推
進
市
町
村
事
業

（
第

12
回
熱
き
風
心
を
開
く
人

権
集
会
）
、
校
区
別
同
和
教
育

懇
談
会
、
企
業
・
事
業
所
・
各

種
団
体
の
同
和
教
育
、
町
職
員

の
同
和
教
育
、
同
和
教
育
啓
発

活
動
、
子
ど
も
会
育
成
事
業

10
視
聴
覚
教
育

映
画
や
ビ
デ
オ
等
視
聴
覚
教
材

活
用
に
よ
る
学
習
の
推
進

【
事
業
】

町
公
民
館
の
視
聴
覚
器
材
並
び

に
大
洲
視
聴
覚
セ
ソ
タ
ー
の
十

六
ミ
リ
映
画
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
を
各
講
座
・
学
級
に
教
材
と

し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
。

11
文
化
活
動

「
文
化
の
香
る
町
」
を
め
ざ
し
て
、

文
化
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
育

成
を
図
る
。

【
事
業
】

文
化
協
会
の
育
成
、
地
域
文
化

の
堀
り
お
こ
し
、
文
化
芸
能
発

表
会

12
文
化
財
の
愛
護
活
動

県
・
町
指
定
文
化
財
の
保
存
と

理
解
・
啓
発
に
努
め
、
郷
士
に
伝

わ
る
年
中
行
事
・
伝
統
芸
能
の
伝

承
を
図
る
。

【
事
業
】

鎮
縄
神
楽
公
演
、
大
谷
文
楽
公

演
、
民
俗
文
化
財
記
録
、
盆
踊

り
等
伝
承

13
展
示
・
広
報
活
動

●
展
示
活
動

学
習
情
報
の
提
供
、
グ
ル
ー

プ
活
動
の
作
品
展
示
、
芸
術

文
化
事
業
の
情
報
提
供

●
広
報
活
動

＊
公
民
館
報
の
ね
ら
い

①
社
会
教
育
事
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
。
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②
地
域
の
課
題
を
考
え
る
材

料
と
し
て
提
起
す
る
。

③
文
化
グ
ル
ー
プ
、
ス
ポ
ー

ッ
活
動
、
活
性
化
の
テ
コ

と
す
る
。

④
後
世
に
残
る
価
値
あ
る
記

録
と
し
て
残
す
。

⑤
町
民
の
意
見
、
交
換
の
場

と
す
る
。

⑥
届
け
る
学
習
の
役
割
。

【
事
業
】

年
間
を
通
し
て
各
グ
ル
ー
プ
サ
ー

ク
ル
作
品
の
展
示
、
公
民
館
報

の
毎
月
発
行
（
住
民
の
紙
上
参

日）ヵ
14
社
会
体
育

①
各
世
代
の
住
民
が
、
自
分
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
機

会
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

体
育
事
業
を
展
開
す
る
。

②
自
主
的
、
継
続
的
で
地
域
性

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
体
制
を
整
備

す
る
。

③
「
健
康
づ
く
り
」
に
積
極
的
に

取
り
組
む
意
欲
の
高
揚
と
、

共
に
取
り
組
む
仲
間
と
の
融

和
と
親
睦
が
図
れ
る
社
会
体

育
を
推
進
す
る
。

【
事
業
】

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

（
み
ん
な
が
参
加
）

●
体
育
協
会
の
育
成

●
健
康
づ
く
り
（
高
齢
者
体
育
）

と
体
力
づ
く
り
（
軽
ス
ポ
ー

平成13年度 社会体育活動計画

開催日 大会名 開催場所 備 考

4.23~ 第ポ29回 J町ー内グソ戦フト 町民運動場 第第 1 試試合19時時30分
毎週月 ～金 ー）レ l 2 合20 50分

5. 20(日） 少ル年大キ会ックベースポー IBJ民運動場 予備日5月26日（土）

5. 20(日） 大少年会ニュースポーツ トレセン 予備日5月26日（土）

6. 3(日） （第ー八大22幡会回浜町大内会ク予ロ選ッ）ケ 町民運動場
老老一予般備年年II1部部((（6700オオ以以上上）） ） ） 
の部制限なし
日6月9日（土

トレセン

6. 17(日） 大町会内バレーポー）レ
予子林小体育館
大谷小体育館
正山小体育館

6. 17(日） IBJJ 内¥レクリエーショ 肱中野）1|小中体体育育館館ン レー大会

7.3(火） ル第（浜ス地フ9ポ回大方レ大会グク会ラ2予ウ00選ン1八）ド幡コ町民運動場

バレ一男女女子 長河長辺浜浜村町

大（ス浜ス会地ポポ方レレ大クク2会020予010喜選1八多）郡幡

バレー子 I

9.2(日） 河辺村
バレー子II部部 町

ソフトポール 内子町町

ソフトテニス五十肱川崎
バドミントン 町

地ス（スポ方ポ大レレ会クク202001八幡浜
9. 30(日） 大洲市

一般競技
( 01愛媛 ニュースポーツ
県大会予選）

10. 7 (日 ）第41回町民湮動会 肱川中学校 雨予備天順日延10月14日（日）

12. 9 (日） 第大会19回健康マラソン 肱川中学校 予備日12月16日（日）

12. 9 (日 ）第20回肱川駅伝大会 肱川中学校 予備日12月16日（日）

ツ
）
の
啓
発

●
体
育
施
設
の
整
備
、
拡
充

15
生
活
運
動
の
推
進

各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
生
活
運
動
を
推
進
す
る
。

●
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
す
る
生

活
改
善
運
動

●
あ
い
さ
つ
運
動

●
国
旗
を
掲
げ
る
運
動

16
「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
展

開「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
中

”
行
財
政
の
効
率
化
“
に
も
と
づ

く
組
織
機
構
簡
素
合
理
化
の
推
進
。

地
区
組
織
の
整
理
合
理
化
に
お
け

る
分
館
組
織
の
見
直
し
。

17
花
い
つ
ば
い
運
動
の
展
開

●
花
と
緑
を
育
み
、
美
し
い
風

景
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
花

の
町
づ
く
り
運
動
の
展
開

●
管
理
し
や
す
く
み
ん
な
が
手

軽
に
参
加
で
き
る
花
づ
く
り

運
動

●
地
城
の
拠
点
と
な
る
施
設
や

幹
線
道
路
の
植
苗
（
樹
）

●
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
花

い
っ
ぱ
い
運
動

18
施
設
の
充
実

公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
や
財

政
的
な
問
題
か
ら
社
会
教
育
専
門

施
設
と
し
て
の
整
備
は
困
難
な
状

態
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町

及
び
地
域
で
の
公
民
館
の
果
た
す

役
割
は
、
地
域
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
ィ
テ
ィ
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
ぎ
て
お
り
、

現
存
す
る
施
設
に
つ
て
い
は
、
で

き
る
限
り
施
設
の
改
修
に
よ
り
効

率
の
良
い
利
用
を
図
り
た
い
。
ま

た
耐
用
年
数
を
迎
え
改
築
が
必
要

な
施
設
に
つ
い
て
は
、
山
村
振
興

事
業
等
、
他
の
事
業
目
的
と
合
わ

せ
計
画
的
に
整
備
し
て
い
ぎ
た
い
。

I ファ
L---

最
近
、
自
転
車
の
サ

ド
ル
を
で
き
る
だ
け
低

く
さ
げ
て
乗
っ
て
い
る

人
を
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
彼
ら
に

と
っ
て
そ
の
方
が
快
適

か
も
し
れ
な
い
が
、
実

際
は
サ
ド
ル
は
高
い
方

が
乗
り
や
す
く
、
正
し
い
高
さ

は
、
サ
ド
ル
に
座
っ
て
地
面
に

片
足
が
つ
く
高
さ
で
あ
る
。

車
を
運
転
す
る
時
に
も
、
座

席
を
後
ろ
に
た
お
し
て
、
ふ
ん

ぞ
り
か
え
っ
て
運
転
し
て
い
る

人
を
度
々
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ

も
た

た
。
こ
の
「
後
ろ
に
梵
れ
掛
か

る
」
姿
勢
に
は
、
ど
こ
か
怠
情

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
乏
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
人
生
の
問
題
に
も

関
係
し
て
い
る
。
も
し
何
か
む

ず
か
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
よ
り
も
自
分
自
身
を
精
神
的

に
で
き
る
か
ぎ
り
高
く
す
る
の

が
よ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
は
た
や
す
い
こ
と
に

見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

若
者
の
間
で
、
ナ
ッ
プ
ザ
ッ

ク
を
低
く
ず
り
落
ち
る
よ
う
に

背
負
う
の
が
流
行
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
実
際
に
は
、
低
く
背

負
う
ほ
ど
、
負
担
は
重
く
な
る
。

こ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
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校長
かしゅうよ リ お

加洲輿理雄---------------------

平
成
十
三
年
度
町
内
小

・
中
学
校
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
守
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。
（
写
真
掲
載
の
方
は
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
す
。
）

0

前
任
校

長
浜
町
立
長
浜
中
学
校

0

ひ
と
こ
と

初
出
勤
の
日
、
山
の
あ
ち
こ

ち
で
桜
が
満
開
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
冬
に
な

る
と
、
日
本
野
鳥
の
会
員
で
あ

る
主
人
と
オ
シ
ド
り
を
見
に
来

ま
す
。
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

肱
川
町
で
、
勤
務
で
き
る
こ
と

に
な
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

0

転

入
講

師

井

手

0

退

職

校

長

鶴

田

0

前
任
校

南
宇
和
郡
城
辺
町
立
深
浦
小

学
校
Q
ひ
と
こ
と

十
年
ぶ
り
に
肱
川
中
へ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
な
っ
か
し
い
地

域
や
人
々
に
再
開
で
き
る
こ
と

は
最
大
の
喜
び
で
す
。

今
、
教
育
改
革
の
さ
中
、
夢

と
責
任
を
も
っ
て
全
力
を
つ
く

し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
絵
を
描

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A14 
4ヽ

肱
川
中
学
校

字
i

〗
聖
一

諭
品
四

教
告
i

ふら
4ヽ

脊
中
野
小
学
校
脊

！［教頭

：武井 敦
し—---------------------

0

前
任
校

城
川
町
立
土
居
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

桜
の
ふ
ぶ
き
の
中
あ
い
さ
つ

俊
英
隣
之

0

前
任
校

河
辺
村
立
河
辺
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

,＇，
9

9

9

9

9

9

9

,

4

 

子一寿一万
諭
井
一

教
向

t

,

'

9

9

9

9

9

,

L

 

回
り
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
四
季
折
り
折
り

の
自
然
の
変
化
が
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
感
動
の

あ
る
一
年
が
過
せ
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。0

前
任
校

宇
和
町
立
宇
和
中
学
校

0

ひ
と
こ
と

転
勤
で
い
ろ
い
ろ
な
学
校
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
教

員
と
い
う
仕
事
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
常
に
前

向
き
な
気
持
ち
で
頑
張
る
こ
と

を
目
標
に
し
ま
す
。

肱
川
町
で
勤
務
す
る
の
は
初

め
て
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

； 教諭 ！ 
， 

i上田敏広iし—----------------------J 

0

ひ
と
こ
と

今
年
度
、
中
野
小
学
校
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
桜
を
見
に
肱
川
へ

来
て
い
ま
す
。
今
年
は
桜
だ
け

で
は
な
く
、
季
節
の
変
化
を
感

じ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
、

0

前
任
校

内
子
町
立
内
子
中
学
校

0

ひ
と
こ
と

中
野
小
学
校
で
お
世
話
に
な

り
ま
す
事
務
職
員
の
山
田
で
す
。

肱
川
町
は
初
め
て
の
勤
務
に
な

り
ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
態
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

助教諭

岡村重典i----------------------" 

［主任 '’ 

；山田謙二；
し—------ --- --- ---- --- -- -~

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
肱

川
町
で
再
び
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

懐
し
さ
と
嬉
し
さ
で
、
い
っ

ぱ
い
で
す
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

前
任
校

八
幡
浜
教
育
事
務
所

0

ひ
と
こ
と

満
開
の
桜
と
、
子
ど
も
の
輝

＜
瞳
に
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

こ
の
感
動
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
何
事
に
も
力
い
っ
ぱ
い
取

り
組
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 
予nP-日ー
t
 

．
 長

見
ー

校
垣
一

9

9

9

9

9

9

9

,

L

 

毎
日
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

0

転

出
教

頭

井

上

正

作

（
上
須
戒
小
学
校
へ
）

教

諭

三

好

修

（
天
神
小
学
校
へ
）

教

諭

猪

上

武

志

（
松
山
久
米
小
学
校
へ
）

教

諭

谷

ロ

ル

キ

（
松
山
堀
江
小
学
校
へ
）

専

門

員

西

原

誠

（
河
辺
中
学
校
へ
）

ふg

正
山
小
学
校
ふ
g
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0

前
任
校

大
洲
市
立
南
久
米
小
学
校

~ 一

！ 教頭 ＇ 

i福岡順子 i-----------------------

教諭

河内桂子---------------------

0

前
任
校

長
浜
町
立
長
浜
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

こ
の
度
の
異
動
で
、
正
山
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
風
、
美
し
い
山

の
緑
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、

明
る
＜
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
達
に
囲
ま
れ
、
正
山
小
学

校
で
勤
務
で
き
る
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

0

転

出
校

長

中

野

歌

子

（
大
和
小
学
校
へ
）

教

諭

中

野

恭

子

（
大
谷
小
学
校
へ
）

ふ
心
大
谷
小
学
校
森

.,

9

9

9

9

9

9

9

 志

~

孝
一

頭
野
一
教
瀧

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

.

0

ひ
と
こ
と

ダ
ム

・
公
圏

・
博
物
館
等
の

す
ば
ら
し
い
環
境
の
肱
川
町
に

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
大
谷
小
へ
の
通
勤
道

で
、
い
い
風
、
い
い
顔
、
い
い

自
然
と
い
う
言
葉
に
出
会
い
ま

し
た
。
い
い
自
然
の
中
、
大
谷

小
の
子
ど
も
た
ち
と
い
い
顔
で

い
い
風
を
お
こ
し
て
い
き
ま
す
。

0

転

入
教

諭

中

野

恭

子

（
正
山
小
学
校
か
ら
）

0

転

出
教
頭

三
好
栄
美
子

（
土
居
小
学
校

へ
）

教

諭

西

山

明

美

（
河
辺
小
学
校
へ
）

脊
予
子
林
小
学
校
壼

0

前
任
校

内
子
町
立
石
畳
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

肱
川
町
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
町
内

を
ま
わ
っ
て
、
肱
川
町
の
良
さ

を
見

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヽ

差
別
は
生
き
て
い
る

肱
川
町
公
民
館

「
部
落
差
別
は
、
結
婚
の
と

き
だ
け
だ
。
」
と
か
「
差
別
は
な

い
の
に
、
い
ま
さ
ら
同
和
教
育

を
し
な
く
て
も
：
．0
」
と
い

っ

た
声
を
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
し
み
こ
ん
で
差
別

意
識
は
、
根
強
く
生
き
て
お
り

ま
す
。幸
せ
を
願
っ
て
営
む
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
も
、
私
達
の
願

い
を
ふ
み
に
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
ひ
そ
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
人
権
尊
重
の
立
場
で

し
っ
か
り
と
と
ら
え
、
排
除
し

て
い
く
学
習
と
実
践
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一、

あ
ん
な
人
に

子
ど
も
の
手
を
引
い
て
歩
い

て
い
る
若
い
お
母
さ
ん
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

0

転

入
校

長

横

田

治

（
復
職
）

0

転

出
校

長

山

本

功

（
櫛
生
小
学
校
へ
）

教

諭

下

石

雅

樹

（
柴
小
学
校
へ
）

.... •···.,.. ···•... •···..... ・・・.....-・・..... ·· ·•....- ···.. / ·•... ・・・・・.. /·•..... ・・・.... ···•... •· ． ．．ヽ •• . .

・

場

所

・

日

時

4
月

23
日
（
月
）

午
後

7
時
か
ら

町
民
グ
ラ
ウ
ソ
ド

合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

「
0
0ち
ゃ
ん
、
し

っ
か
り
勉

強
を
し
な
い
と
あ
の
人
み
た
い

に
な
り
ま
す
よ
。
」

指
さ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

青
年
が
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
け

ん
め
い
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
き
い
た
子
供
は
、

ど
ん
な
考
え
を
も

っ
た
で
し
ょ

う
。自
分
の
子
供
に
し
っ
か
り
勉

強
さ
せ
た
い
。
こ
の
気
持
ち
は

親
と
し
て
当
然
の
願
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
ひ
た
い
に
汗
し

て
働
い
て
い
る
人
の
職
業
が
、

あ
た
か
も
い
や
し
い
と
か
、
だ

め
な
も
の
と
考
え
て
い
る
母
親

の
言
葉
は
、
職
業
に
よ
っ
て
人

を
差
別
し
て
い
く
子
供
を
つ
く

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

二
、
あ
そ
こ
の
人
ら
は

「
あ
そ
こ
の
人
ら
は
、
ち
が

う
人
や
と
言
う
が
本
当
か
な
。
」

「
あ
そ
こ
の
人
ら
に
は
、
め
っ

た
な
こ
と
は
言
わ
れ
ん
ぜ
。
」

こ
れ
ら
の
言
葉
の
中
に
、
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て
の
部
落

差
別
の
現
実
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
一
言
が
、
ど

の
く
ら
い
厳
し
い
人
権
侵
害
で

あ
る
の
か
、
そ
れ
に
気
づ
か
な

い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

三
、
奪
わ
れ
た
い
の
ち
（
遺
書
）

お
父
様
、
お
母
様
た
び
重
な

る
不
幸
及
び
先
だ
っ
不
幸
を
お

許
し
く
だ
さ
い
。

一
度
、
他
家

に
嫁
い
だ
以
上
、
辛
苦
に
た
え

て
愛
す
る
夫
と
添
い
と
げ
る
決

心
で
お
り
ま
し
た
が
、
再
三
の

便
り
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
見
知
ら
ぬ
異
郷
の
地
で
冷

た
い
差
別
の
中
に
あ
っ
て
、
頼

る
人
も
相
談
す
る
友
も
な
く
、

希
望
の
一
切
を
失
っ
た
私
は
、

人
の
情
が
無
性
に
恋
し
く
た
だ
、

た
だ
、
淋
し
か
っ
た
で
す
。

生
き
て
帰
れ
ぬ
ふ
る
里
に
、

今
、
仏
と
な
っ
て
帰
り
ま
す
。

．．．．
．．
 
（
後
略
）

合
少
年
ス
ポ
ー
ツ

0

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

0

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

・

日

時

5
月

20
日
（
日
）

（
雨
天
時

5
月

22
日
（
土
）
）

・
場
所
町
民
グ
ラ
ウ
ソ
ド

ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ

ソ
タ
ー
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園 の

⑮炒⑮営

・濯渭暉署 保健センター
B34 -2340 

種別 日（曜） 1ヽ了一 事 場 所 時 間

7 （月） 胃がん検診・大腸がん検診 ]A宇和川 8 :30,--.__, 9 :30 

8 （火） 胃がん検診・大腸がん検診 大谷公民館 8 :30,...__, 9 : 30 

成
9 （水） 結核レソトゲソ検診・成人病検診 白石集会所 10:00------11:00 

” 森集会所 13:00,....._,14:oo 

人
10（木） 胃がん検診・大腸がん検診 ]A予子林 8 :30,___, 9 :30 

11（金） 元気印教室 保健セ ‘ノター 10:00,..._,14:oo 

保
14（月） 胃がん検診・大腸がん検診 保健セ‘ノター 8 : 30'"'-'9 : 30 

17（木） 介護者教室 保健セソター 10:00-----14:00 

健
25（金） リハビリ教室 保健セソター l2:50~16:00 

28（月） 胃がん検診 ・大腸がん検診 保健セソター 8 :30,--.__, 9 :30 

30（水） 結核レソトゲソ検診・成人病検診 月野尾集会所 10: 00,..._, 11: 00 

” 岩谷公民館 13:30,--.._,14:30 

母 15（火） 竹の子ク ッキソグ 肱川町公民館 9 :30,...__,13:00 

子 23（水） 乳児健診 保健セソター 13:00,,..__,13:30 

保 28（月） ボリオ 保健セ ‘ノター 13:30,.....,14:00 

健 29（火） ムシ歯予防教室 保健セソター 9 :30~11:00 
＇ 

そ
29（火） ツ反 肱川中学校 13:30,..._,14:oo 

” 大谷小学校 14:10,...___,14:30 
の
31（木） BCG 肱川中学校 13:30'"'"'14:oo 

他
” 大谷小学校 14:10,..___,14:30 

不燃物収集
5月15日（火）

※前日に指定の場所へ

小畑井萩野尾汗生肱栄

中野鹿野川大谷地区

日
収集日

収集地区

ヵ

一小藪

レ

大和

5
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

3（木） 沢井耳鼻科医院 24-2510 

4 （金） 藤本外科医院 24-2310 

5（土） 村上内科医院 23-3500 

6 (日） 大野内科医院 24-6800 

村上外科医院 24-2262 
13(日）
きどおか医院 52-3003 

般
20(日） 岡本耳鼻科医院 24-3752 

27(日） 祖母井医院 24-3756 

救
月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

5
月
7
日
百
月
）

午
後
1
時
3
0
分

t

4
時
30
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

午
後
1
時
30
分
ー

4
時
30
分

場

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

5 515 5 
月月月月相
22 9 121 7 
日日日日

談

/-―̀‘へ/--̀‘へ
火水月月日
‘‘ー＇
内大
子洲鴻
町商

商土
エ議 I所
会所

ン

所

グ

扇霞 (22)

l-
（行事予定表〕

日（曜） 主な行事

14（月） 臨時議会

16（水） 農業委員会

17（木） 民生委員会一日研修

20(日）
少年キックベースボール大会

少年ニュースポーツ大会

21（月） 定例部落長会

25（金） 西予なんでも体験バスツアー

26.（土）
第 5回ふれあいの旅
かわかみ荘「お楽しみ会」

不用犬回収日
回収日 5月 1日（火）・ 15日（火）

29（火）

朝 9時までに役場へ連れてきて
くださし、

古紙収集 日

収集日 5月19日（土）

朝 7時までに指定の場所へ

敷
水

森
本

白
石
協
生

末
満
さ
ん(66
歳）

寺
岡
幾
次
郎
さ
ん(95
歳）

義
光
さ
ん(81
歳）

櫻
田

時

間

相

談

福

831

口
相

談

日

善基

和博子保
I員

日

時
行
政
相
談

♦

と
・
り
▲

t•
♦

色
．

9

．き
~

♦

·
―-9
♦

よ
一
，
9

．う
・
り

・――・
り

・『

9
4
9

や

す

ら

愈

に

♦

▲
9

♦

▲
-
.
.
 ,
し

-•

♦

二
9

♦

↓
―
言9

.-
P~
`

•
H●
♦

―-9
9

.
-P
~♦

ム
•

！ 
｀ ＇`卜（
愛鳥週間

(5月10日～16日）


